
 

新型赤色系防虫ネットを開発、全国販売開始！！ 

－赤色系防虫ネットで難防除微小害虫をシャットアウト！！－ 
 
試験研究計画名： 持続可能な農業生産のための新たな総合的植物保護技術の開発 

研究代表機関名： 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

 

背景とねらい： 
トマトなどの野菜栽培では、アザミウマ類、コナジラミ類などの微小害虫が多発して

います。これら微小害虫は、農薬に対する感受性が低く、農薬に頼った防除には限界が

生じています。そこで、これら微小害虫に対して防除効果の高い新型の赤色系防虫ネッ

トを開発しました。新型防虫ネットは、従来の白ネット（縦と横の糸の組合せが白色）

とは異なり、縦と横がともに赤色の赤赤タイプと縦が赤で横が黒の赤黒タイプで、2018

年１月から全国販売を開始しました（※赤黒タイプは受注販売）。 
 

特長と効果： 
0.8㎜目合いの６色（赤白：縦糸を赤、横糸を白で平織りにした防虫ネット、赤赤：

縦および横糸ともに赤、赤黒：縦糸が赤、横糸が黒、黒白：縦糸が黒、横糸が白、黒黒

：縦および横糸ともに黒、白白：縦および横糸ともに白）の防虫ネットに対する、ネギ

アザミウマ、タバココナジラミ、ミカンキイロアザミウマおよびヒラズハナアザミウマ

の侵入抑制効果について調べた結果、それぞれの害虫種に対して侵入抑制効果の高い防

虫ネットの糸の組合せが明らかになりました（図１）。次に、施設トマト（図２）およ

び露地ネギ（図３）栽培における実証試験を通じて、新型赤色系防虫ネットとして赤赤

タイプと赤黒タイプを開発し、赤赤タイプは 2018年１月から全国販売を、赤黒タイプ

は受注販売をそれぞれ開始しました。また、トマトおよびネギ栽培における技術マニュ

アル（図４）をそれぞれ作成しました。 

 

   

図１ ４種微小害虫に対する各種防虫 図２ 各種防虫ネットを展張した施設栽培ト 

ネットの侵入抑制効果        マトにおけるアザミウマ類の発生推移 

 

  
図３ 各試験区におけるネギアザミウマの            図４ 技術マニュアル 

発生推移                                  （左：トマト、右：ネギ） 
 
社会実装の対象と可能性： 
本技術は、「化学合成殺虫剤を半減する新たなトマト地上部病害虫防除体系マニュア

ル―個別技術集―」および「ネギ栽培における赤色系防虫ネット技術マニュアル」に掲

載されています。また、本技術は、各種専門雑誌から生産者向けの一般雑誌にも掲載さ

れていることから、他品目への応用を含め、本技術の社会実装が進むと期待されます。 
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